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（Ｎエエ）頻填匝上八け△へ僧の鰯 そして，／b/に関しては/d/ほどではないが，
識別率は４３．３％にしかならず，／b//d//g／
の平均識別率は43.3％に留まっている。
これに対して，本方法により，／g/が/b/に
誤識別されることはなくなり，３０個中３
個のみ/d/と誤識別されるだけとなり，／g／
の識別率が７３３％から90.0％へと改善す
ると共に，／b/，／d/それぞれの識別率も改
善し，特に/d/の識別率が１３．３％から
60.0％に大幅に改善している。その結果，
/b//d//g/の平均識別率が４３．３％から
1.0 １．５
第２ホルマント周波数(kHz）
(b）拘束線形予楓ﾘ法
2.0
図５ホルマント空間における有声破裂音（後
続母音/e/）の分布
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72.2％に大きく改善し，かつ分散比（＝類
間分散/類内分散)も０．１５から０．８５に改善
していることから，本方法の有効性が示
されていると言える。
のが，本方法により，72.2％に向上した。
この大幅な改善は本方法により，音声のホルマ
ント構造を担った安定した極周波数が得られる
ことを意味し，本方法により得られる極周波数
は音声認識における有効な特徴パラメータとな
り得ることが明らかとなった。６むすび
ディジタル信号処理手法として広く活用され
ている線形予測法により得られる予測係数と観
測系の極の関係を考察することにより，予測係
数間に簡単な関係を付与すれば，推定極の位置
をｚ平面の単位円上に拘束することができ，正
規方程式の次元ならびに高次方程式の次数を通
常の線形予測法のＩ/２に半減できると共に観測
信号の極情報を担った安定な極周波数が得られ
ることを示した。
本方法の有効性を合成音ならびに自然
有声破裂音のホルマント周波数推定に適
用して検討した結果，分析次数を適切に設定
する必要があるが，通常の線形予測法とほぼ同
等の精度でホルマント周波数推定が可能である
ことが合成音のシミュレーションにより明らか
となり，また合成音はもとより自然音声におい
ても極の位置の拘束が極周波数推定値の頑健↓性
にも大きく寄与することが実験的に示された。
そして，自然有声破裂音(成人男,性３０名の
単音節/be//de//ge/計９０個)の破裂時点で
の第２，第３ホルマント周波数による有
声破裂音識別に適用した結果，通常の線
形予測法による識別率が43.3％であった
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